
小学校施設見学 
 

例年、水の大切さ、安心・安全な水づくりを知っていただくため、６月ごろに各小学校の社会見学が行われています。今年も樽井小

学校（１４７名）、信達小学校（１５１名）、新家東小学校（４１名）は中央浄水場で、東小学校（１０名）は六尾浄水場でそれぞれ見

学に来られました。 

以下は見学された生徒のみなさまにいただいた質問と感想文をご紹介します。 

《質問》 

Ｑ．水は１日何 m３使いますか？ 

 Ａ．１日平均配水量は中央浄水場が１０,５４０ｍ３、六尾浄水場は７,１６０ｍ３ 

新家配水池は３,５７０m３、簡易水道で１１０m３です。 

Ｑ．水をきれいにするには、どれくらいの時間がかかりますか？ 

 Ａ．中央浄水場では、およそ７～８時間です。 

Ｑ．浄水場では１日にどれくらい水をきれいにしますか？ 

 Ａ．中央浄水場は１日平均２,５０８ｍ３、六尾浄水場は２,６００ｍ３です。 

Ｑ．水が足りなくなることはありますか？ 

 Ａ．中央・六尾浄水場でつくった水だけでは不足するので足りない分を大阪府営水道水でまかなっています。 

 

《感想文》 

  ・水道水がどういう風にできているか知りませんでしたが、中央浄水場のお兄さんたちが知らなかった様々なことを教えてくれま

した。作りたての水を飲ませてくれてありがとうございました。 

  ・毎日、水の点検も欠かさずして機械の壊れている所はないか調べてくださってありがとうございます。日曜日も交代で働いてい

ることがわかり、とても大変な仕事ということもしっかりわかったので、これからは節水をして大阪府からかりる水を少なくで

きるようにがんばります。 

・着水井では薬品をあんなにちょっとしか入れていないのに、きれいになるなんてすごいと思いました。次の薬品沈澱池では着水

井と比べると全然ちがうことに気が付きました。急速ろ過池では薬品沈澱池よりきれいにごみがなくなっていたので、こんなに

細かくごみをとってきれいにしているんだなぁと、とても勉強になりました。 

 

中央浄水場ではできたての水を飲んでもらい、めっちゃおいしいと笑顔で答える子供たちがとても多く、六尾浄水場でも利き水をし

たりと職員も工夫をして、水のおいしさ・大切さ、そして安心して安全な水を安定して皆様に提供することを少しでも伝えていければ

と考えております。 

大阪広域水道企業団が設立 

平成２３年４月から大阪市を除く、府内４２市町村が参画経営する大阪広域水道企業団を設立します。 

これまで大阪府域の水道事業は、戦後の人口急増と経済発展による水道水源確保の必要性と市町村間の重複投資を避けるために、大阪府が淀川、琵琶

湖などの水源を確保しながら浄水場や送水施設などを整備して、府内４２市町村に供給してきました。 

近年においては、人口減少期に入り、水需要が減少してきたことにより、府域の水道事業の課題は、水源確保や拡張整備といった新たな需要への対応

から取水、浄水、送水、配水までのシステムの維持・更新へと変化してきている中、一部の市町村では、団塊の世代の退職による技術の承継や施設更新

に係る財政負担など、厳しい経営課題を抱えております。 

また、地方分権の時代にあって、水道事業の質的変化や課題に対応し、経営基盤を強化しつつ安全・安心な水を、将来にわたって安定的に安く供給し

ていくためには、府域の水道事業をトータルで考えた場合、大阪府が用水供給事業を続けるのではなく、より住民に近い市町村が用水供給事業を直接担

うことで、自ら経営・事業計画、料金を決定し、あわせて市町村水道事業との連携拡大や広域化を進めていくことが重要と考え、このたび、大阪広域水

道企業団を設立することになりました。今後は、用水供給事業の円滑な移管を行うために、現在の府営水道の施設、人員の承継など、大阪府の全面的な

協力をいただき、市町村が一丸となって事業を開始する予定です。 

泉南市の水は、全体の内、六尾浄水場や中央浄水場でつくる自己水が約２割と、大阪府営水道がつくる水約８割を購入して、用水供給しております。

その大阪府営水道が今回設立される大阪広域水道企業団に変わることになります。 

せんなん水だより  

安全な水と緑豊かな街を実現するために 
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平成２１年度 水道事業会計決算のあらまし 
 

 
 
平成２１年度の決算についてお知らせします。 

水需要の低迷などによる給水収益等の減少により大変厳しい経営環境となっていますが、今後ともより一層の経営努力

により財政の健全化を図り、安定した水道事業を目指し引き続き努力します。 

 
 
 
 

水道水を家庭に送るための             水道施設を整備・拡充するための 

費用とその財源を示します             費用と財源を示します 

 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

収益的収支 資本的収支 

経営の状況 

 本年度の水道収益は１４億４１万円で、前年度に比し２０３万円（０．１４％）の減少となり、

一方水道事業費用は、１５億２，３３８万円で、前年度に比し９，４８１万円（５．８６％）の減

少となりました。 

 その他の経費については極力節減に努めましたが、単年度におきまして１億２，２９７万円の純

損失を計上することとなり、当年度未処理欠損金は、１４億９，６９９万円となりました。 

 
主な事業 

 ●簡易水道統合事業    高密度ポリエチレン管  φ１００mm   L=５６９ｍ 

 ●配水管更新事業     DCIP—NS       φ３００mm   L=２５２ｍ 

収入 １４億   ４１万円 

支出 １５億２，３３８万円 

収入 ３億１，８５４万円 

支出 ５億７，２０８万円 

水質係からのお知らせ 

泉南市の水道水は、いずれの配水区域におきましても水質基準をすべてクリアしており、安心して水

道水をご利用ください。 

水質検査結果につきましては、泉南市役所の情報公開コーナーや上下水道部（水道庁舎３階上水道工

務課カウンター）で閲覧できます。また、市のホームページにも掲載していますのでご覧ください。 



 

 

 

 泉南市の下水道は、汚水と雨水を別々に分けて排除する分流式下水道です。              

汚水は下水道管を通って終末処理場できれいな水に処理して大阪湾に放流します。雨水は下水道管を通って 

河川や海などに流す方法です。 

  

○水害につよいまちになります。                                

雨水をすばやく排除し、大雨による浸水を防ぎます。 

  ○清潔で住みよいまちになります。                                 

ドブや水溜りがなくなり、蚊やハエの発生を防ぎ、衛生的で                    

快適なまちになります。 

○さわやかな水洗トイレが使えます。                                

快適な水洗トイレが使えるようになります。 

  ○川や海がきれいになります。                                   

よごれた水を下水道管で終末処理場に集めきれいな水にして川や海に流します。             

 

 下水道が整備されて供用開始の公示(下水道が使用できるようになったことのお知らせ)が行われますと、

その区域内のくみ取り式トイレは、供用開始の日から３年以内に水洗トイレに改造することが法律で定め

られています。又、台所・風呂・洗面等の生活雑排水を公共下水道へ流すための「排水設備」の設置や浄化

槽付トイレについては、浄化槽を廃止して、遅滞なく、公共下水道に流すようにしなければなりません。 

 

●水洗化工事（排水設備工事）を行うときは、事前に市への届け出が必要です。また、工事は必ず、市が   

指定している排水設備工事指定業者（以下、「指定業者」）に依頼してください。           

指定業者一覧はこちら⇒ http://www.city.sennan.osaka.jp/gesui/kouningyousya.pdf （下水

道整備課にもおいています。） 

●市への届け出や貸付制度の利用申し込みなどの手続きは、指定業者に相談してください。もし、指定業 

者以外の者が工事をした場合で、下水道使用者の届け出がない場合は「無届使用・無届工事」となりま

す。 

●水洗化工事（排水設備工事）の契約は、指定業者とお客さま自身との間で行っていただくものです。工

事後のトラブルなどを避けるため、次のことに十分ご留意ください。  

   １．できるだけ複数の指定業者から見積りをとる。                        

２．工事内容や費用についてよく説明を受ける。                         

３．工事後の修繕などアフターサービスについて十分確認する。 

 

下水道のお知らせ 

★下水道ができると・・・ 

★３年以内に水洗化を！ 

★ご注意ください！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道料金・下水道使用料のお支払いについて 

◎口座振替手続きの際に必要となるもの 

 ①お客様番号のわかるもの（水道料金・下水道使用料のお知らせ票や納入通知書等） 

 ②振替を希望する口座の番号がわかるもの（通帳等） 

 ③金融機関への届出印鑑 

 

◎届出の場所 

 振替を希望する口座の金融機関、ゆうちょ銀行（郵便局） 

 （銀行）三井住友・りそな・池田泉州・三菱東京ＵＦＪ・紀陽・近畿大阪・関西アーバン 

 （金庫）大阪信用・近畿労働・きのくに信用 

 （農協）大阪泉州農業協同組合 

 

◎コンビニエンスストア 

 水道料金・下水道使用料の納入通知書でバーコードが付いている納入期限 

 内のもので納入通知書の裏に記載の取扱店（納入通知書は銀行でもお支払い頂けます。） 

 

◎上下水道部で直接お支払い頂くことも出来ます。 

（問い合わせ先）泉南市上下水道お客さまセンター 

  受託業者  ㈱大阪水道総合サービス 

０７２－４８２－０６００ 

受付時間  平日午前９時００分～午後５時３０分 

      （土・日・祝日・年末年始はお休みです。） 

ご相談窓口 
◇受付時間◇月曜日～金曜日（祝祭日、年末年始を除く）の 

午前 9 時００分～午後 5 時３０分まで。 

水道の開栓・閉栓上下水道使用者の名義変更

メーターの検針、集金、口座振替、水道料金・

下水道使用料の問合わせ先 

泉南市上下水道お客さまセンター 

（受託業者）㈱大阪水道総合サービス 

０７２－４８２－０６００ 

給水申込み、にごり水、出水不良公道上の漏水、

水道管工事、その他 

泉南市上下水道部上水道工務課 

０７２－４８２－６５５１ 

宅地内の漏水修理（修理費用は個人負担となります。） 

泉南市管工事業協同組合 

０７２－４８４－１０４１（平日の午前９時００分～午後５時３０分） 

０９０－１２４６－５５４１（24 時間対応） 

※お知り合いの水道屋さんが御座いましたらそちらでご相談下さい。また、工事を依頼される場合は十分

内容を確認して頂きますようお願いいたします。泉南市が責任を負うことはできません。 

 

下水道工事、下水管のつまり、その他 
泉南市上下水道部下水道整備課 

０７２－４８２－５００５ 


